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２
月
１
日
（
火
）
〜
２
日
（
水
）
の

２
日
間
、
東
北
森
林
管
理
局
に
お
い

て
「
令
和
３
年
度
森
林
・
林
業
技
術

交
流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
の
活
性
化
等
を
推
進
す
る

た
め
の
諸
課
題
に
対
す
る
様
々
な
取

組
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
情
報
提
供

や
意
見
交
換
等
を
行
い
、
技
術
の
普

及
・
向
上
及
び
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

例
年
は
近
隣
の
ホ
ー
ル
等
を
借
り

上
げ
て
多
く
の
方
に
発
表
を
ご
覧
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
昨

年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
状
況
を
踏
ま
え
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
ツ
ー
ル
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

〈
開
会
式
〉

　

開
会
に
あ
た
っ
て
は
、
主
催
者
で

あ
る
東
北
森
林
管
理
局　

宮
澤
局

長
の
挨
拶
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、

（
一
財
）
日
本
森
林
林
業
振
興
会
秋

田
支
部
長　

木
村
様
か
ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
審
査
員
を
代
表
し
て
山

形
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長　

堀
米
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

〈
発
表
会
〉

　

今
年
度
の
発
表
課
題
は
「
一
般
の

部
」
の
「
森
林
技
術
部
門
」
26
課

題
、「
森
林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部

門
」
６
課
題
、「
森
林
保
全
部
門
」
８

課
題
、「
中
学
・
高
等
学
校
の
部
」
１

課
題
、
合
計
41
課
題
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　

各
部
門
の
主
な
受
賞
課
題
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

○
森
林
技
術
部
門

　

国
有
林

の
Ｇ
Ｉ
Ｓ

デ
ー
タ
は

オ
ー
プ
ン

化
さ
れ
て

お
り
、
さ

ら
な
る
活

用
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
国
有
林
野

に
係
る
事
業
体
等
で
は
活
用
が
あ
ま

り
進
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
原
因
と
し

て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
持
っ
て
い
な
い
、

操
作
方
法
が
分
か
ら
な
い
等
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ

Ｓ
対
応
地
図
ア
プ
リ
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー

タ
を
取
り
込
ん
で
業
務
に
活
用
す
る

の
に
適
し
た
ア
プ
リ
を
比
較
し
、
そ

の
中
か
ら
選
定
し
た
ア
プ
リ
の
試
行

的
な
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

事
業
体
へ
普
及
す
る
活
動
を
行
な
っ

た
。
作
業
者
個
人
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
と
し
て
活
用
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
通
信
機
能
に
よ
り

情
報
の
共
有
が
迅
速
化
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
事
業
の
効
率
化
と
安
全
性
の

向
上
が
期
待
さ
れ
る
等
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

ご
関
心
が
あ
る
方
は
遠
野
支
署
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
森
林
ふ
れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門

 

「
人
間

が
生
き
て

い
く
た
め

に
森
林
・

林
業
は
必

要
不
可
欠

で
あ
る
」
こ
と
を
よ
り
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、
小
中
学
生
を
対
象
に
森
林
環

境
教
育
イ
ベ
ン
ト
前
後
で
「
自
然
環

境
へ
の
感
受
性
・
認
識
・
意
欲
」
、

「
森
林
や
林
業
へ
の
認
識
」、「
自
然

令
和
３
年
度

森
林
・
林
業
技
術
交
流
発
表
会
の
開
催

技術普及課

森林技術部門
最優秀賞　新井さん

●
最
優
秀
賞

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署

　
　

新
井
さ
ん　

齊
藤
さ
ん

　
　

小
林
さ
ん

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
地
図
ア
プ
リ
の

請
負
事
業
体
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
と
普
及
活
動
」

森林ふれあい・地域連携部門
最優秀賞　齋さん

●
最
優
秀
賞

青
森
森
林
管
理
署　

齋
さ
ん

「
森
林
や
林
業
に
対
す
る
意
識
の
変

容
と
教
育
内
容
の
検
討
〜
青
森
市

と
外
ヶ
浜
町
の
小
中
学
生
を
対
象

と
し
た
森
林
教
室
を
通
し
て
〜
」
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体
験
の
経
験
」
に
つ
い
て
、
森
林
や

林
業
に
対
す
る
意
識
の
変
容
や
趣
旨

が
伝
わ
っ
た
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
調

査
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
「
自
然
環

境
へ
の
感
受
性
・
認
識
・
意
欲
」
に

関
す
る
質
問
か
ら
、
森
の
木
を
切
る

こ
と
へ
の
認
識
等
に
つ
い
て
意
識
変

容
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、「
森
林

や
林
業
へ
の
認
識
」
に
関
す
る
項
目

で
、
「
人
間
の
た
め
」
な
ど
の
回
答

が
事
後
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
人
間
が
生
き
て
い
く
た
め
に
森

林
・
林
業
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」

と
い
う
意
識
の
も
と
で
作
成
し
た
紙

芝
居
の
趣
旨
が
参
加
者
に
伝
わ
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
等
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

○
森
林
保
全
部
門

　

近
年
、

ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
に
よ

る
ク
マ
剥

ぎ
被
害
が

拡
大
傾
向

に
あ
り
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
や

公
益
的
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、

民
国
連
携
で
の
防
護
対
策
等
の
取
組

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
数
種
類

の
資
材
を
用
い
て
防
護
対
策
等
を
行

い
、
よ
り
経
済
的
で
効
果
的
な
方
法

を
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
。
ス
ギ
人

工
林
で
、
異
な
る
２
つ
の
資
材
（
生

分
解
性
伸
縮
性
テ
ー
プ
、
生
分
解
性

獣
害
対
策
ネ
ッ
ト
）
を
用
い
た
試
験

地
と
対
照
区
を
設
定
し
①
功
程
調
査
、

②
既
存
被
害
木
調
査
、
③
新
規
被
害

木
調
査
、
④
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
生
息
状

況
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、

両
資
材
に
お
け
る
対
策
木
へ
の
被
害

は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
今
回
使

用
し
た
２
つ
の
資
材
は
防
護
対
策
と

し
て
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
た
。
ま

た
、
一
度
加
害
さ
れ
た
木
は
複
数
回

被
害
に
遭
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
除

伐
等
の
対
象
と
な
る
幼
齢
木
も
加
害

さ
れ
る
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
中
学
・
高
等
学
校
の
部

　

近
年
、
農
林
業
に
対
す
る
シ
カ
、

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
拡
大
し
、

そ
の
後
、
わ
ず
か
に
減
少
し
て
い

る
も
の
の
実
質
的
な
被
害
は
、
常
態

化
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

羊
毛
に
「
忌
避
効
果
が
あ
る
ら
し

い
」
と
い
う
話
題
か
ら
、
効
果
検
証

に
つ
い
て
取
り
組
ん
だ
。
昨
年
ま
で

本
校
圃
場
の
み
試
験
を
実
施
し
た
が
、

植
生
等
も
含
め
た
再
現
性
に
つ
い
て

の
検
証
を
行
う
た
め
に
、
カ
ラ
マ
ツ

の
植
栽
地
で
シ
カ
が
頻
繁
に
出
現
す

る
地
区
で
必
ず
食
害
を
受
け
る
椿
や

サ
ザ
ン
カ
の
幼
苗
を
定
植
し
、
検
証

試
験
を
行
っ
た
。
試
験
の
結
果
、
平

野
部
（
本
校
試
験
圃
場
）
で
効
果
が

見
ら
れ
た
の
に
対
し
て
林
野
部
（
森

林
管
理
署
管
轄
圃
場
）
で
は
明
確
な

効
果
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
原
因
の
特
定

が
必
要

だ
と
思

わ
れ
る

等
の
報

告
が
あ

り
ま
し

た
。

○
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞

　

林
道
に

お
け
る
軟

弱
路
床
対

策
と
し
て
、

北
米
の
林

道
等
で
実

施
さ
れ
て
い
る
、
路
床
と
路
盤
を

シ
ー
ト
に
よ
り
分
離
し
砕
石
の
沈
込

を
防
止
す
る
工
法
を
、
一
般
的
な
土

木
資
材
で
適
用
可
能
か
、
轍
が
発
生

し
や
す
い
箇
所
に
試
験
施
工
を
行
っ

た
（
命
名
：
「
東
北
式
シ
ー
ト
工

法
」
）。
施
工
の
結
果
、
本
工
法
は

水
に
よ
り
問
題
が
発
生
す
る
箇
所
で

特
に
高
い
効
果
が
あ
り
、
轍
に
対
し

て
ジ
オ
セ
ル
工
法
と
同
等
の
効
果
を

得
ら
れ
た
。
ま
た
、
水
は
け
が
改
善

す
る
こ
と
で
表
面
浸
食
を
抑
え
る
効

果
も
得
ら
れ
た
。
本
工
法
は
、
一
部

箇
所
で
改
善
点
が
発
生
し
た
も
の
の
、

資
材
さ
え
あ
れ
ば
通
常
の
維
持
管
理

と
同
時
に
施
工
が
で
き
、
さ
ら
に
簡

●
最
優
秀
賞

企
画
調
整
課　
　
　

志
田
さ
ん

置
賜
森
林
管
理
署　
　

関
さ
ん

「
ク
マ
剥
ぎ
対
策
の
効
果
と
そ
の
可

能
性
に
つ
い
て
」

●
優
秀
賞

岩
手
県
立
大
船
渡
東
高
校

　
　

熊
谷
さ
ん　

大
和
田
さ
ん

　
　

水
野
さ
ん

「
羊
毛
を
活
用
し
た
ニ
ホ
ン
ジ
カ
忌

避
剤
と
し
て
の
効
果
の
検
証
」

森林保全部門部
最優秀賞　志田さん

東
北
森
林
管
理
局

　
　
　

林
道
技
術
者
育
成
Ｐ
Ｔ

　
　

高
橋（
凌
）さ
ん　

村
井
さ
ん

　
　

高
橋（
宏
）さ
ん　

蓮
尾
さ
ん

　
　

早
川
さ
ん　
　
　

関
さ
ん

「
Ｐ
Ｔ
考
案
！
東
北
式
☆
お
手
軽
林

道
補
修
」

中学・高等学校の部
優秀賞　熊谷さん 大和田さん 水野さん

日本森林技術協会理事長賞
高橋（宏）さん
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単
か
つ
安
価
な
こ
と
か
ら
、
既
存
工

法
と
比
較
し
て
も
非
常
に
手
軽
に
施

工
が
出
来
た
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

○
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長
賞

　

平
成
28

年
に
庄
内

海
岸
林
に

お
い
て
過

去
最
大
の

マ
ツ
枯
れ

被
害
を
記
録
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

か
ら
、
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
情

報
交
換
を
目
的
に
関
係
市
町
、
国
有

林
、
地
元
森
林
組
合
等
で
組
織
す
る

「
松
く
い
虫
被
害
対
策
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
を
設
置
し
、
徹
底

し
た
被
害
対
策
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

マ
ツ
枯
れ
防
除
に
つ
い
て
、
被
害
木

が
確
認
さ
れ
た
林
業
関
係
以
外
の
団

体
に
も
参
加
を
働
き
か
け
徹
底
防
除

を
進
め
た
と
こ
ろ
、
平
成
28
年
以
降

の
被
害
量
は
減
少
に
転
じ
、
令
和
２

年
に
は
材
積
ベ
ー
ス
で
平
成
28
年
度

比
47
％
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

○
東
北
森
林
管
理
局
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
賞

　

下
刈
は
、
日
陰
の
な
い
作
業
地
で

夏
季
に
行
う
た
め
、
労
働
強
度
及
び

熱
中
症
の
罹
患
リ
ス
ク
が
高
い
。
対

策
と
し
て
「
日
陰
を
持
ち
歩
く
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
昨
年
度
開
発
し
た

簡
易
避
暑
器
具
を
、
使
用
者
の
声
を

踏
ま
え
改
良
し
た
。
屋
根
部
材
の
拡

張
に
よ
り
日
陰
面
積
を
大
幅
に
拡
大

し
つ
つ
、
重
量
は
２
８
７
ｇ
の
増
に

抑
え
ら
れ
た
。
併
せ
て
、
敷
物
の
素

材
に
よ
る
防
湿
効
果
を
計
測
し
た
と

こ
ろ
、
い
ず
れ
の
素
材
も
地
面
直
座

り
に
比
較
し
て
高
い
防
湿
効
果
が
見

ら
れ
た
。
運
搬
方
法
に
も
工
夫
を
加

え
、
簡
易
避
暑
器
具
の
快
適
性
が
大

幅
に
向
上
し
た
こ
と
で
、
使
用
者
か

ら
の
良
好
な
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
繋

が
っ
た
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
特
別
講
演
〉

 

「
次
世
代
の
森
林
整
備
に
む
け
て
〜

持
続
性
と
多
様
性
〜
」
と
題
し
次
世

代
の
森
づ
く
り
に
あ
た
り
森
林
構
造

の
多
様
化
等
に
取
り
組
む
必
要
性
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
講
評
〉

　

審
査
委
員
長
の
秋
田
県
立
大
学 

蒔
田
教
授
は
、
発
表
会
全
体
及
び
森

林
技
術
部
門
に
つ
い
て
、
現
在
の
森

林
林
業
の
重
要
な
点
を
適
切
に
把
握

し
て
い
る
発
表
が
多
く
見
ら
れ
た
。

今
後
は
実
戦
に
向
け
て
掘
り
下
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

審
査
副
委
員
長
の
岩
手
大
学　

國

崎
准
教
授
は
、
森
林
保
全
部
門
に
つ

い
て
、
森
林
保
全
に
は
末
永
く
対
策

を
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
た
め

今
後
の
続
報
も
期
待
す
る
。

　

間
島
森
林
整
備
部
長
は
、
森
林
ふ

れ
あ
い
・
地
域
連
携
部
門
に
つ
い
て
、

子
ど
も
達
に
故
郷
の
森
林
の
素
晴
ら

し
さ
を
し
っ
か
り
伝
え
る
と
い
う
観

点
も
ぜ
ひ
加
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
学
・
高
等
学
校
の
部
に
つ
い
て
、

椿
の
利
活
用
に
取
り
組
む
中
で
試
行

錯
誤
し
行
わ
れ
た
シ
カ
食
害
対
策
は

林
業
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

と
そ
れ
ぞ
れ
講
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
発
表
要
旨
等
に
つ
い
て
は
、

東
北
森
林
管
理
局
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
発
表
課
題
（
一

部
を
除
く
）
は
、
後
日
掲
載
予
定
で

す
。

ア
ド
レ
ス
：

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/

tohoku/sidou/happyoukai.htm
l

日本森林林業振興会会長賞
髙野さん 

山
形
県
庄
内
総
合
支
庁

　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
整
備
課

　
　

髙
野
さ
ん

「
庄
内
海
岸
林
に
お
け
る
民
間
団
体

を
巻
き
込
ん
だ
マ
ツ
枯
れ
対
策
の

今
後
の
展
望
」

岩
手
南
部
森
林
管
理
署

　
　

盛
さ
ん

「
下
刈
作
業
地
に
お
け
る
改
良
型
簡

易
避
暑
器
具
の
開
発
」

東北森林管理局
林政記者クラブ賞　盛さん

特別講演 和田上席研究員

秋
田
県
林
業
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

和
田
上
席
研
究
員


